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(57)【要約】
　
【課題】　エンコード時に発生する書き込みが不十分で
、市場で読み取り不能になる可能性が高いカードを確実
に不良と判断し、分別できる磁気記録カードエンコード
装置を提供することである。
【解決手段】　第１のカード搬送路２ａに対向するよう
に、すなわち上方に、カード供給手段１側から順に消去
手段１０、書き込み手段１１、読み出し手段１２ａ、読
み出し手段１２ｂを設け、第１のカード搬送路２ａに供
給された磁気記録カードの磁気記録部に接する様に、消
去用磁気ヘッド３、書き込み用磁気ヘッド４、読み出し
用磁気ヘッド５ａ、読み出し用磁気ヘッド５ｂを配置し
、磁気特性評価機能を有する磁気記録カードエンコード
装置を得た。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙製または樹脂製カード表面に磁気記録部を有する磁気記録カードに対し、前記磁気記
録部に記録情報を書き込む磁気記録カードエンコード装置であって、前記磁気記録カード
を収納し、１枚ずつ供給するカード供給手段と、前記磁気記録カードを搬送する第１のカ
ード搬送路及び第２のカード搬送路と、前記磁気記録部を初期化する消去用磁気ヘッドと
消去回路を備えた消去手段と、前記磁気記録部に第１の記録情報を書き込む書き込み用磁
気ヘッドと書き込み回路を備えた書き込み手段と、前記磁気記録部から磁気信号を読み出
す読み出し用磁気ヘッドと読み出し回路を備えた読み出し手段と、前記磁気信号の磁気特
性を測定する磁気特性検査手段と、前記磁気信号から第２の記録情報を抽出し、前記第１
の記録情報との照合を行なう記録情報照合手段と、前記磁気特性検査手段の検査結果及び
前記記録情報照合手段の照合結果より前記磁気記録カードの良否を判断する演算処理手段
と、前記磁気特性検査手段の検査結果、前記記録情報照合手段の照合結果、及び前記演算
処理手段の総合良否判定結果を表示する表示手段と、前記演算処理手段の総合良否判定結
果より前記磁気記録カードを良品及び不良品に弁別する弁別手段と、前記弁別手段によっ
て良品及び不良品に弁別された前記磁気記録カードを各々収納する良品カード収納部及び
不良品カード収納部からなるカード収納手段で構成され、前記第１のカード搬送路の一端
にカード供給手段を接続し、前記第１のカード搬送路のもう一端に前記良品カード収納部
を接続し、前記良品カード収納部の前段に前記弁別手段を設け、前記弁別手段に第２のカ
ード搬送路を接続し、前記第２のカード搬送路のもう一端に前記不良品カード収納部を接
続し、前記第１のカード搬送路に対向するように、前記カード供給手段側から、順に前記
消去手段、前記書き込み手段、前記読み出し手段を配置し、前記消去用磁気ヘッド、前記
書き込み用磁気ヘッド及び前記読み出し用磁気ヘッドを前記磁気記録カードの磁気記録部
に接して配置したことを特徴とする磁気記録カードエンコード装置。
【請求項２】
　前記読み出し手段を複数並べて設けたことを特徴とする請求項１記載の磁気記録カード
エンコード装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気記録部を有する磁気記録カードに記録情報を書き込む磁気記録カードエ
ンコード装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、会員カード、キャッシュカード、クレジットカード、プリペイドカード、乗車定
期券、電子マネー等のカードが一般に使用されており、中でもカード表面に磁気記録部を
有する磁気記録カードは、その利便性及び耐久性の面から様々な分野で使用され、幅広く
普及しており、磁気記録カードは、一般的に、カード表面に帯状の磁気記録部を有する磁
気ストライプカードと、カード全面に磁気記録部を有する磁気カードに分類できる。
【０００３】
　磁気ストライプカードは、一般にＰＶＣ（硬質塩化ビニル）、ＰＥＴ-Ｇ（非結晶性ポ
リエチレンテレフタレートコポリマー）等の樹脂からなるプラスチックカード表面に、磁
気記録部を有する磁気ストライプを熱圧着して作られている。ＪＩＳ規格によれば、磁気
ストライプカードの厚さは６８０μｍから８４０μｍであり、日常のカード取り扱いに必
要と想定される機械的強度及び耐久性を有しており、特に、個人認証等の記録情報を磁気
記録部に記録するクレジットカード、キャッシュカード、会員カード等、長期間に亘って
繰り返し使用するカードによく用いられている。
【０００４】
　磁気カードは、一般に紙、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）等の樹脂からなるカ
ード基材に磁気記録部を塗布成形、または熱圧着して作られている。ＪＩＳ規格によれば
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、磁気カードの厚さは１８０μｍから２９０μｍであり、磁気ストライプカードのような
機械的強度及び耐久性を必要としない使い捨て用途のプリペイドカード等に多く用いられ
、金券等の記録情報を磁気記録部に記録している。
【０００５】
　磁気記録カードの磁気記録部への個人認証、金券等の記録情報の書き込みは、磁気ヘッ
ドを介して磁気信号として記録し、磁気ヘッドを介して磁気記録部から磁気信号を読み出
し、個人認証、金券等の記録情報を得ることができる。このような磁気記録部への磁気信
号の書き込み及び読み出しを再現性良く行うには、磁気記録部に異物の混入や外傷による
欠損があってはならない。また、磁気記録部は、一般に標準化され、規格化されている再
生出力電圧及びジッタ等の磁気特性を有していなければならないことが知られている。
【０００６】
　一般的に、磁気記録カードは、カード製造工程の中で、書き込み専用磁気ヘッドを介し
て磁気記録部へ固定データから成る磁気信号を一回書き込み、読み込み専用磁気ヘッドを
介して磁気記録部から磁気信号を一回読み出し、読み出した磁気信号から再生出力電圧、
ジッタを一回測定し、良否を判断し、良品のみを消去専用磁気ヘッドで磁気記録部の磁気
信号を消去し、磁気記録カードが得られることが知られており、このような磁気記録カー
ドの製造方法及び検査方法、検査装置は、例えば特許文献１に示されている。
【０００７】
　磁気記録カードの磁気記録部への個人認証、金券等の記録情報の書き込みは、一般にエ
ンコードと呼ばれ、一つの書き込み、読み出し兼用磁気ヘッドを介して磁気記録部への個
人認証、金券等の記録情報の書き込みを行い、続いて磁気記録部から個人認証、金券等の
記録情報の読み出しを行い、書き込んだ記録情報と読み出した記録情報を照合し、一致し
た場合のみ良品と判断することが知られており、このような磁気記録カードのエンコード
方法及びエンコード装置は、例えば特許文献２に示されている。
【０００８】
　従来、磁気記録カードは、エンコード時に読み出した記録情報と書き込んだ記録情報が
一致すれば良品と判断している。一般的に、ある磁気特性品質の磁気信号を有する事が確
認された磁気記録部は、一度磁気信号を消去した後に再度書き込みを行った場合、消去前
の磁気特性品質とほぼ同等の磁気信号が得られる事が知られている。また、従来技術の磁
気特性測定評価装置は、内蔵する一台の磁気記録カード用リーダライタで複数回往復して
、測定を行なっており、処理時間が長い為に大量に処理する事が困難であり、エンコード
時に書き込んだ磁気信号の磁気特性については何ら測定及び評価を行なっていない。
【０００９】
　ところで、磁気記録カードの磁気記録部への磁気信号の書き込みは、磁気ヘッドを磁気
記録部に接触させて行なうが、この書き込み時に、磁気ヘッドと磁気記録部との間に異物
等が存在し、磁気ヘッドと磁気記録部との間に空隙が生じ、磁気記録部への書き込みが不
十分となり、磁気記録部の磁気信号が微弱であり、一般に、標準化され、規格化されてい
る再生出力電圧及びジッタ等の磁気特性を満足せず、磁気カードリーダを介して磁気記録
部から欠落のない磁気信号を得ることができず、磁気記録カードから正しく記録情報を得
ることができない場合がある。
【００１０】
　一般的なエンコード装置は、一つの磁気ヘッドで書き込みと読み出しを行なっており、
磁気ヘッドの書き込み位置と読み取り位置がほぼ同一となる為、磁気記録カードの磁気記
録部に書き込んだ磁気信号を欠損なく読み取ることができるが、磁気記録カードが市場で
用いられる場合、複数の磁気カードリーダーライタで読み出され、磁気ヘッドと磁気記録
部との位置関係や磁気ヘッドと磁気記録部との接触状態の違いによって磁気記録部に書き
込んだ磁気信号の欠損は避けられないのが通常である。それ故に、一般の磁気カードリー
ダーライタでは、この磁気信号の欠損の影響で良品カードが読めない状況に陥らない為に
、読み出した出力の増幅を行なったり、磁気信号から電気信号に変換する際の閾値を低く
設定する場合がある。
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【００１１】
　よって、書き込みの際に磁気ヘッドと磁気記録部との間に異物等が存在し、磁気記録部
への書き込みが不十分な場合、磁気記録部から読み出した磁気信号の再生出力電圧及びジ
ッタ等の磁気特性が、標準化され、規格化されている規格の下限値近傍となり、他の磁気
カードリーダーライタでは、磁気記録部からの記録情報読み出しが不安定になる。つまり
、エンコード装置で良品として市場に供給されたエンコード済みの磁気記録カードの内、
磁気記録部から個人認証、金券等の記録情報を読み出せない磁気記録カードが発生する可
能性があるという問題があった。
【００１２】
【特許文献１】特開平５－１４３７５９号公報
【特許文献２】特開昭６１－１２９７７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の課題は、エンコード時に発生する書き込みが不十分で、市場で読み取り不能に
なる可能性が高いカードを確実に不良と判断し、分別できる磁気記録カードエンコード装
置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、書き込み用磁気ヘッドと、複数の読み出し用磁気ヘッドを用いる事で、市場
で使用される磁気記録カード用リーダライタの磁気ヘッドと磁気記録部との位置関係や磁
気ヘッドと磁気記録部との接触状態のバラツキを想定した、より市場の使用環境に近い状
況が再現でき、磁気記録カードに書き込んだ記録情報と磁気記録カードから読み出した記
録情報の照合と、磁気記録カードから読み出した記録情報を構成する磁気信号の磁気特性
も合わせて測定評価する事により、磁気記録部からの磁気信号が微弱で、再生出力電圧及
びジッタ等の磁気特性が、標準化され、規格化されている規格の下限値近傍の磁気記録カ
ードを排除する事によって問題解決を図るものである。
【００１５】
　さらに、従来技術の磁気特性測定評価装置は、内蔵する一台の磁気記録カード用リーダ
ライタで消去、書き込み、及び複数回の読み出しを行なうのが一般的であり、大量に処理
する事が困難であった問題に対しても、本発明は、消去処理を行なう消去手段、書き込み
処理を行なう書き込み手段、及び読み出し処理を行なう複数の読み出し手段をそれぞれ独
立して、一つの装置内部に設ける事により、カードの搬送時間及び処理時間を短縮し、磁
気記録カードを大量に処理する事を可能にしたものである。
【００１６】
　本発明によれば、紙製または樹脂製カード表面に磁気記録部を有する磁気記録カードに
対し、前記磁気記録部に記録情報を書き込む磁気記録カードエンコード装置であって、前
記磁気記録カードを収納し、１枚ずつ供給するカード供給手段と、前記磁気記録カードを
搬送する第１のカード搬送路及び第２のカード搬送路と、前記磁気記録部を初期化する消
去用磁気ヘッドと消去回路を備えた消去手段と、前記磁気記録部に第１の記録情報を書き
込む書き込み用磁気ヘッドと書き込み回路を備えた書き込み手段と、前記磁気記録部から
磁気信号を読み出す読み出し用磁気ヘッドと読み出し回路を備えた読み出し手段と、前記
磁気信号の磁気特性を測定する磁気特性検査手段と、前記磁気信号から第２の記録情報を
抽出し、前記第１の記録情報との照合を行なう記録情報照合手段と、前記磁気特性検査手
段の検査結果及び前記記録情報照合手段の照合結果より前記磁気記録カードの良否を判断
する演算処理手段と、前記磁気特性検査手段の検査結果、前記記録情報照合手段の照合結
果、及び前記演算処理手段の総合良否判定結果を表示する表示手段と、前記演算処理手段
の総合良否判定結果より前記磁気記録カードを良品及び不良品に弁別する弁別手段と、前
記弁別手段によって良品及び不良品に弁別された前記磁気記録カードを各々収納する良品
カード収納部及び不良品カード収納部からなるカード収納手段で構成され、前記第１のカ
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ード搬送路の一端にカード供給手段を接続し、前記第１のカード搬送路のもう一端に前記
良品カード収納部を接続し、前記良品カード収納部の前段に前記弁別手段を設け、前記弁
別手段に第２のカード搬送路を接続し、前記第２のカード搬送路のもう一端に前記不良品
カード収納部を接続し、前記第１のカード搬送路に対向するように、すなわち上方に、前
記カード供給手段側から、順に前記消去手段、前記書き込み手段、前記読み出し手段を配
置し、前記消去用磁気ヘッド、前記書き込み用磁気ヘッド及び前記読み出し用磁気ヘッド
を前記磁気記録カードの磁気記録部に接して配置したことを特徴とする磁気記録カードエ
ンコード装置が得られる。
【００１７】
　本発明によれば、前記読み出し手段を複数並べて設けたことを特徴とする磁気記録カー
ドエンコード装置が得られる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、エンコード装置で良品として市場に供給されたエンコード済みの磁気
記録カードの内、磁気記録部から個人認証、金券等の記録情報を読み出せない磁気記録カ
ードの発生を防止する事ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明による磁気記録カードエンコード装置は、複数枚収納した前記磁気記録カードを
１枚１枚切り出すカード供給手段と、前記磁気記録カードを搬送する第１のカード搬送路
及び第２のカード搬送路と、前記磁気記録部の磁気信号を消去して初期化する消去用磁気
ヘッドと消去回路を備えた消去手段と、前記磁気記録部に第１の記録情報を書き込む書き
込み用磁気ヘッドと書き込み回路を備えた書き込み手段と、前記磁気記録部から磁気信号
を読み出す読み出し用磁気ヘッドと読み出し回路を備えた読み出し手段と、前記磁気信号
の磁気特性を測定する磁気特性検査手段と、前記磁気信号から第２の記録情報を抽出し、
前記第１の記録情報との照合を行なう記録情報照合手段と、前記磁気特性検査手段の検査
結果及び前記記録情報照合手段の照合結果より前記磁気記録カードの良否を判断する演算
処理手段と、前記磁気特性検査手段の検査結果、前記記録情報照合手段の照合結果、及び
前記演算処理手段の総合良否判定結果を表示する表示手段と、前記演算処理手段の総合良
否判定結果より前記磁気記録カードを良品及び不良品に弁別する弁別手段と、前記弁別手
段によって良品及び不良品に弁別された前記磁気記録カードを各々収納する良品カード収
納部及び不良品カード収納部からなるカード収納手段から構成される。
【００２０】
　カード供給手段は、複数枚の磁気記録カードを重ねて保持し、１枚ずつカード搬送路に
供給可能な装置であればよく、切り出し方式やピックアップ方式の供給装置があるが、適
宜選択するのが良い。小型化を考慮すれば切り出し方式の供給装置が好ましい。
【００２１】
　カード搬送路は、消去処理、書き込み処理、読み出し処理を行い、良品カード収納部に
良品カードを搬送する第１のカード搬送路と、弁別手段にから不良カードを供給され、不
良品カード収納部に不良カードを搬送する第２のカード搬送路からなり、磁気記録カード
を一定の速度で平行移動可能な装置を備えたカード搬送路であれば良く、例えば、磁気記
録カードを積載して平行移動する搬送ベルトを有したカード搬送路が好ましい。
【００２２】
　消去手段は、消去用磁気ヘッドと磁気信号消去の為の交流電流を消去用磁気ヘッドに供
給する消去回路から成り、例えば、カード供給手段の次の並びで、第１のカード搬送路に
対向するように、すなわち上方にあって、磁気記録カードの磁気記録部に接する位置に消
去用磁気ヘッドを配置し、消去用磁気ヘッドが磁気記録部に接した状態で、磁気記録カー
ドを搬送し、磁気記録カードの磁気記録部を初期化する。
【００２３】
　書き込み手段は、書き込み用磁気ヘッドと磁気記録部に第１の記録情報を書き込む書き
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込み回路から成り、例えば、カード供給手段、消去手段の次の並びの、第１のカード搬送
路に対向するように、すなわち上方にあって、磁気記録カードの磁気記録部に接する位置
に書き込み用磁気ヘッドを配置し、「０」と「１」の２進で表される第１の記録情報を、
一定周期であるサンプリング周期毎に「０」は極性反転を１回とし、「１」は極性反転を
２回として矩形状の信号波形に変換し、矩形状の信号波形を書き込み回路から書き込み用
磁気ヘッドに送り、磁気記録カードの磁気記録部に磁気信号を書き込む。
【００２４】
　読み出し手段は、読み出し用磁気ヘッドと読み出し回路から成り、例えば、カード供給
手段、消去手段、書き込み手段の次の並びの、第１のカード搬送路に対向するように、す
なわち上方にあって、磁気記録カードの磁気記録部に接する位置に読み出し用磁気ヘッド
を配置し、読み出し用磁気ヘッドを介して磁気記録部から磁気信号を読み出し、前記磁気
信号の波形を、磁気特性検査手段に送ると共に、読み出し回路で矩形状の信号波形に変換
し、矩形状の信号波形の一定周期であるサンプリング周期毎に極性反転が１回を「０」と
し、極性反転が２回を「１」として２進に変換し、「０」と「１」の２進で表される第２
の記録情報を得て、記録情報照合手段に送る。
【００２５】
　読み出し手段は、一つでも市場で使用される磁気記録カード用リーダライタの磁気ヘッ
ドと磁気記録部との位置関係や磁気ヘッドと磁気記録部との接触状態のバラツキを想定し
た市場の使用環境に近い状況での磁気特性検査及び記録情報照合を行なえるが、複数、並
べて、配置するのが良く、小型化を考慮すれば２つの読み出し手段を設けるのが好ましい
。
【００２６】
　磁気特性検査手段は、読み出し手段が磁気記録部から読み出した磁気信号の波形より、
再生出力電圧、ジッタを抽出し、予め設定した再生出力電圧、ジッタの閾値と比較し、閾
値内であれば良品とし、閾値外であれば不良品とする。
【００２７】
　記録情報照合手段は、読み出し手段より供給される「０」と「１」の２進で表される第
２の記録情報と書き込み手段で使用した「０」と「１」の２進で表される第１の記録情報
と比較照合し、一致していれば良品とし、不一致であれば不良品とする。
【００２８】
　演算処理手段は、複数設置した読み出し手段より供給される複数の磁気信号の波形につ
いて、それぞれに磁気特性検査手段の検査結果及び記録情報照合手段の照合結果を得て、
該当する磁気記録カードの良否判定を行い、その結果を総合良否判定結果として、弁別手
段及び表示手段に送る。
【００２９】
　演算処理手段は、例えば、複数設置した読み出し手段より得られた、複数の磁気特性検
査手段の検査結果及び記録情報照合手段の照合結果が全て良品である場合は、該当する磁
気記録カードの総合良否判定結果を良品とし、複数設置した読み出し手段より得られた、
複数の磁気特性検査手段の検査結果及び記録情報照合手段の照合結果の内、何れか一箇所
でも不良品である場合は、該当する磁気記録カードの総合良否判定結果を不良品とする。
【００３０】
　表示手段は、演算処理手段より得た、該当する磁気記録カードの総合良否判定結果、磁
気特性検査結果、記録情報照合結果の情報を、例えばモニター等の表示装置に表示する。
【００３１】
　弁別手段は、演算処理手段より、該当する磁気記録カードの総合良否判定結果を得て、
良品判定の場合、良品カード収納部に接続されている第１のカード搬送路に、該当する磁
気記録カードを供給し、不良品判定の場合、不良品カード収納部に接続されている第２の
カード搬送路に該当する磁気記録カードを供給する。
【００３２】
　カード収納手段は、第１のカード搬送路及び第２のカード搬送路によって搬送される磁
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気記録カードを１枚ずつ重ねて保持供給可能な装置であればよく、重なった分だけ下方に
移動するリフトダウン方式やピックアップ方式の収納方法があるが、小型化を考慮すれば
リフトダウン方式が好ましい。
【実施例】
【００３３】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【００３４】
（実施例１）
　図１は、本実施例の構成を示す図であり、図２は、本実施例の書き込み手段における処
理を示す図で、図３は、本実施例の読み出し手段における処理を示す図である。
【００３５】
　本発明による磁気記録カードエンコード装置は、複数枚の磁気記録カードを重ねて保持
し、１枚ずつカードを切り出すカード供給手段１と、磁気記録カードを積載して平行移動
する図示しない搬送ベルトを有し、磁気記録カードを搬送する第１のカード搬送路２ａ、
及び第２のカード搬送路２ｂと、磁気記録カードの前記磁気記録部を初期化する消去用磁
気ヘッド３と消去回路７を備えた消去手段１０と、磁気記録カードの磁気記録部に第１の
記録情報を書き込む書き込み用磁気ヘッド４と書き込み回路８を備えた書き込み手段１１
と、磁気記録カードの磁気記録部から磁気信号を読み出す読み出し用磁気ヘッド５ａ、５
ｂ、と読み出し回路９ａ、９ｂを備えた読み出し手段１２ａ、１２ｂと、磁気信号の磁気
特性を測定する磁気特性検査手段１３と、磁気信号から第２の記録情報を抽出し照合を行
なう記録情報照合手段１４と、磁気記録カードの良否を判断する演算処理手段１５と、磁
気記録カードの磁気特性検査結果、記録情報照合結果、及び総合良否判定結果を表示する
表示手段１６と、磁気記録カードを良品と不良品に弁別する弁別手段１７と、磁気記録カ
ードの良品を収納する良品カード収納部１８及び磁気記録カードの不良品を収納する不良
品カード収納部１９からなるカード収納手段２０からなる。
【００３６】
　第１のカード搬送路２ａの一端にカード供給手段１を設置し、第１のカード搬送路２ａ
のもう一端に良品カード収納部１８を設置し、良品カード収納部１８の前段に弁別手段１
７を設置し、第１のカード搬送路２ａから分岐させて第２のカード搬送路２ｂを設置し、
第２のカード搬送路２ｂの一端に弁別手段１７を接続し、第１のカード搬送路２ａのもう
一端に不良品カード収納部１９を設置した。
【００３７】
　次に、第１のカード搬送路２ａに対向するように、すなわち上方に、カード供給手段１
側から順に消去手段１０、書き込み手段１１、読み出し手段１２ａ、読み出し手段１２ｂ
を設け、第１のカード搬送路２ａに供給された磁気記録カードの磁気記録部に接する様に
、消去用磁気ヘッド３、書き込み用磁気ヘッド４、読み出し用磁気ヘッド５ａ、読み出し
用磁気ヘッド５ｂを配置した。
【００３８】
　次に、書き込み手段１１と記録情報照合手段１４、読み出し手段１２ａ及び読み出し手
段１２ｂと記録情報照合手段１４、読み出し手段１２ａ及び読み出し手段１２ｂと磁気特
性検査手段１３、磁気特性検査手段１３及び記録情報照合手段１４と演算処理手段１５、
演算処理手段１５と表示手段１６、演算処理手段１５と弁別手段１７、各々の間を電気的
に接続し、信号の伝送を可能にした。
【００３９】
　本発明による磁気記録カードエンコード装置は、カード供給手段１内部に収納した磁気
記録カード６ａを第１のカード搬送路２ａに供給し、消去用磁気ヘッド３に消去回路７か
ら消去用の信号を出力し、磁気記録カード６ａを磁気記録部に消去用磁気ヘッド３を接触
させて移動させ、磁気記録カード６ａの磁気記録部を初期化し、磁気記録カード６ｂを得
た。
【００４０】
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　次に、一般的な磁気記録部への磁気記録再生方式であるＦ２Ｆ方式を用い、２進で表さ
れる第１の記録情報３１を、書き込み回路８で、一定周期であるサンプリング周期３４毎
に「０」は極性反転を１回とし、「１」は極性反転を２回として矩形状の信号波形３２に
変換し、変換した矩形状の信号波形を書き込み用磁気ヘッド４に出力し、磁気記録カード
６ｂを磁気記録部に書き込み用磁気ヘッド４を接触させて移動させ、磁気記録カード６ｂ
の磁気記録部に磁気信号３３を書き込み、磁気記録カード６ｃを得た。
【００４１】
　次に、磁気記録カード６ｃを磁気記録部に読み出し用磁気ヘッド５ａを接触させて移動
させ、磁気記録カード６ｃの磁気記録部から磁気信号３３の波形読み出し、磁気記録カー
ド６ｄを得た。
【００４２】
　読み出し手段１２ａは、読み出した磁気信号４３の波形を読み出し回路９ａから磁気特
性検査手段１３に送ると共に、読み出し回路９ａで読み出した磁気信号４３の波形を矩形
状の信号波形４２に変換し、矩形状の信号波形４２の一定周期であるサンプリング周期４
４毎に極性反転が１回を「０」とし、極性反転が２回を「１」として２進に変換し、「０
」と「１」の２進で表されるで表される第２の記録情報４１を得て、第２の記録情報４１
を記録情報照合手段１４に送った。
【００４３】
　磁気特性検査手段１３は、読み出し手段１２ａから送られた磁気信号４３の波形から再
生出力電圧を測定し、予めに設定した再生出力電圧の最小値からなる閾値と比較評価した
結果、閾値以上であり、読み出し手段１２ａから送られた磁気信号４３の波形からジッタ
を測定し、予めに設定したジッタの最大値からなる閾値と比較評価した結果、閾値以内で
あり、磁気記録カード６ｄが良品である磁気特性検査結果を演算処理手段１５に送った。
【００４４】
　記録情報照合手段１４は、読み出し手段１２ａから送られた第２の記録情報４１と書き
込み回路８で書き込みに用いた第１の記録情報３１を照合した結果、一致し、磁気記録カ
ード６ｄが良品である記録情報照合結果を演算処理手段１５に送った。
【００４５】
　次に、磁気記録カード６ｄを磁気記録部に読み出し用磁気ヘッド５ｂを接触させて移動
させ、磁気記録カード６ｄの磁気記録部から磁気信号の波形を読み出し、磁気記録カード
６ｅを得た。
【００４６】
　読み出し手段１２ｂは、読み出した磁気信号４３の波形を読み出し回路９ｂから磁気特
性検査手段１３に送ると共に、読み出し回路９ｂで読み出した磁気信号４３の波形を矩形
状の信号波形４２に変換し、矩形状の信号波形４２の一定周期であるサンプリング周期４
４毎に極性反転が１回を「０」とし、極性反転が２回を「１」として、２進で表される第
２の記録情報４１を得て、得られた第２の記録情報４１を記録情報照合手段１４に送った
。
【００４７】
　磁気特性検査手段１３は、読み出し手段１２ｂから送られた磁気信号４３の波形から再
生出力電圧を測定し、予めに設定した再生出力電圧の最小値からなる閾値と比較評価した
結果、閾値以上であり、読み出し手段１２ｂから送られた磁気信号４３の波形からジッタ
を測定し、予めに設定したジッタの最大値からなる閾値と比較評価した結果、閾値以内で
あり、磁気記録カード６ｅが良品である磁気特性検査結果を演算処理手段１５に送った。
【００４８】
　記録情報照合手段１４は、読み出し手段１２ｂから送られた第２の記録情報４１と書き
込み回路８で書き込みに用いた第１の記録情報３１を照合した結果、一致し、磁気記録カ
ード６ｅが良品である記録情報照合結果を演算処理手段１５に送った。
【００４９】
　演算処理手段１５は、磁気特性検査手段１３及び記録情報照合手段１４から送られた磁
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気記録カード６ｄ及び磁気記録カード６ｅの、磁気特性検査結果及び記録情報照合結果が
全て良品である事から、磁気記録カード６ｅを良品と判定し、総合良否判定結果が良品で
ある情報を弁別手段１７に送ると共に、表示手段１６に磁気記録カード６ｄ及び磁気記録
カード６ｅの磁気特性検査結果、記録情報照合結果、及び演算処理手段１５の総合良否判
定結果が良品である情報を送った。
【００５０】
　弁別手段１７は、演算処理手段１５から送られた磁気記録カード６ｅが良品である情報
に従い、磁気記録カード６ｅを良品カード収納部１８に移動し、収納して磁気記録カード
６ｆを得た。
【００５１】
　モニタから成る表示手段１６は、モニタ画面に磁気記録カード６ｄ及び磁気記録カード
６ｅの磁気特性検査結果、記録情報照合結果、及び演算処理手段１５の総合良否判定結果
が良品である事を表示した。
【００５２】
　上述の様に、磁気記録カードに書き込んだ磁気信号から、磁気特性検査と記録情報照合
を行い、磁気特性に欠陥の無い良品の磁気記録カードを弁別できた。尚、図１に記載した
磁気記録カード６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ、６ｅ、６ｆは、磁気記録カードの処理状態を順
に説明したものであり、同一の磁気記録カードを示す。
【００５３】
（実施例２）
　上述の実施例１において、予め、一般の磁気特性検査装置で第１の記録情報３１を書き
込み作成した、磁気特性が規格下限値近傍の磁気記録カードを磁気記録カード６ｃとして
、読み出し用磁気ヘッド５ａから装置に投入し、磁気記録カード６ｃを磁気記録部に読み
出し用磁気ヘッド５ａを接触させて移動させ、磁気記録カード６ｃの磁気記録部から磁気
信号３３の波形読み出し、磁気記録カード６ｄを得た。
【００５４】
　読み出し手段１２ａは、読み出した磁気信号４３の波形を読み出し回路９ａから磁気特
性検査手段１３に送ると共に、読み出し回路９ａで読み出した磁気信号４３の波形を矩形
状の信号波形４２に変換し、矩形状の信号波形４２の一定周期であるサンプリング周期４
４毎に極性反転が１回を「０」とし、極性反転が２回を「１」として２進に変換し、「０
」と「１」の２進で表されるで表される第２の記録情報４１を得て、第２の記録情報４１
を記録情報照合手段１４に送った。
【００５５】
　磁気特性検査手段１３は、読み出し手段１２ａから送られた磁気信号４３の波形から再
生出力電圧を測定し、予めに設定した再生出力電圧の最小値からなる閾値と比較評価した
結果、閾値以上であり、読み出し手段１２ａから送られた磁気信号４３の波形からジッタ
を測定し、予めに設定したジッタの最大値からなる閾値と比較評価した結果、閾値を外れ
ており、磁気記録カード６ｄが不良品である磁気特性検査結果を演算処理手段１５に送っ
た。
【００５６】
　記録情報照合手段１４は、読み出し手段１２ａから送られた第２の記録情報４１と書き
込み回路８で書き込みに用いた第１の記録情報３１を照合した結果、一致し、磁気記録カ
ード６ｄが良品である記録情報照合結果を演算処理手段１５に送った。
【００５７】
　次に、磁気記録カード６ｄを磁気記録部に読み出し用磁気ヘッド５ｂを接触させて移動
させ、磁気記録カード６ｄの磁気記録部から磁気信号の波形を読み出し、磁気記録カード
６ｅを得た。
【００５８】
　読み出し手段１２ｂは、読み出した磁気信号４３の波形を読み出し回路９ｂから磁気特
性検査手段１３に送ると共に、読み出し回路９ｂで読み出した磁気信号４３の波形を矩形
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状の信号波形４２に変換し、矩形状の信号波形４２の一定周期であるサンプリング周期４
４毎に極性反転が１回を「０」とし、極性反転が２回を「１」として２進に変換し、「０
」と「１」の２進で表されるで表される第２の記録情報４１を得て、第２の記録情報４１
を記録情報照合手段１４に送った。
【００５９】
　磁気特性検査手段１３は、読み出し手段１２ｂから送られた磁気信号４３の波形から再
生出力電圧を測定し、予めに設定した再生出力電圧の最小値からなる閾値と比較評価した
結果、閾値以上であり、読み出し手段１２ｂから送られた磁気信号４３の波形からジッタ
を測定し、予めに設定したジッタの最大値からなる閾値と比較評価した結果、閾値を外れ
ており、磁気記録カード６ｅが不良品である磁気特性検査結果を演算処理手段１５に送っ
た。
【００６０】
　記録情報照合手段１４は、読み出し手段１２ｂから送られた第２の記録情報４１と書き
込み回路８で書き込みに用いた第１の記録情報３１を照合した結果、一致し、磁気記録カ
ード６ｅが良品である記録情報照合結果を演算処理手段１５に送った。
【００６１】
　演算処理手段１５は、磁気特性検査手段１３及び記録情報照合手段１４から送られた、
磁気記録カード６ｄ及び磁気記録カード６ｅの磁気特性検査結果が不良品であり、磁気記
録カード６ｄ及び磁気記録カード６ｅの記録情報照合結果が良品である事から、磁気記録
カード６ｅを不良品と判定し、判定結果が不良品である情報を弁別手段１７に送ると共に
、表示手段１６に磁気記録カード６ｄ及び磁気記録カード６ｅの磁気特性検査結果、記録
情報照合結果、及び演算処理手段１５の総合良否判定結果が不良品である情報を送った。
【００６２】
　弁別手段１７は、演算処理手段１５から送られた磁気記録カード６ｅが不良品である情
報に従い、磁気記録カード６ｅを第２のカード搬送路２ｂに送り、不良品カード収納部１
９に移動させて収納し、磁気記録カード６ｇを得た。
【００６３】
　モニタから成る表示手段１６は、モニタ画面に磁気記録カード６ｄ及び磁気記録カード
６ｅの磁気特性検査結果が不良品であり、磁気記録カード６ｄ及び磁気記録カード６ｅの
記録情報照合結果が良品であり、演算処理手段１５の良否判定結果が不良品である事を表
示した。
【００６４】
　上述の様に、磁気記録カードに書き込んだ磁気信号から、磁気特性検査と記録情報照合
を行い、磁気特性に欠陥のある不良品の磁気記録カードを弁別できた。尚、図１に記載し
た磁気記録カード６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ、６ｅ、６ｇは、磁気記録カードの処理状態を
順に説明したものであり、同一の磁気記録カードを示す。
【００６５】
　上述の実施例１及び実施例２より、本発明の磁気記録カードエンコード装置によれば、
磁気記録カードに書き込んだ磁気信号から、磁気特性検査と記録情報照合を行い、磁気特
性に欠陥の無い良品の磁気記録カードと、磁気特性に欠陥のある不良品の磁気記録カード
を分別する事ができることが明確になった。
【００６６】
　以上、実施例を用いて、この発明の実施形態を説明したが、この実施例に限られるもの
でなく、この発明の趣旨を逸脱しない範囲の設計変更があっても本発明に含まれる。すな
わち、当事者であれば、当然なしえるであろう各種変形、修正もまた本発明に含まれるこ
とは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明の磁気記録カードエンコード装置を用いる事により、良品として市場に供給され
たエンコード済みの磁気記録カードの内、磁気記録部から個人認証、金券等の記録情報が
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読み出せない磁気記録カードの発生を防止する事が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本実施例の構成を示す図。
【図２】本実施例の書き込み手段における処理を示す図。
【図３】本実施例の読み出し手段における処理を示す図。
【符号の説明】
【００６９】
１　　カード供給手段
２ａ、２ｂ　　カード搬送路　
３　　消去用磁気ヘッド
４　　書き込み用磁気ヘッド
５ａ、５ｂ　　読み出し用磁気ヘッド
６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ、６ｅ、６ｆ、６ｇ　　磁気記録カード
７　　消去回路
８　　書き込み回路
９ａ、９ｂ　　読み出し回路
１０　　消去手段
１１　　書き込み手段
１２ａ、１２ｂ　　読み出し手段
１３　　磁気特性検査手段
１４　　記録情報照合手段
１５　　演算処理手段
１６　　表示手段
１７　　弁別手段
１８　　良品カード収納部
１９　　不良品カード収納部
２０　　カード収納手段
３１、４１　　記録情報
３２、４２　　信号波形
３３、４３　　磁気信号
３４　４４　　サンプリング周期
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